
陶
淵
明

「
擬
古
」

九
首

向
淵
明
言
一
六
五
;
四
二
七
)
は
、
東
普
(
一
一
二
七

l
間
二

O
)

の
後
半
か
ら
宋
初
に
か
け
て
の
争
乱
の
時
期
を
生
き
た
人
で
あ
る
。

そ
の
連
作
「
擬
古
」
九
首
中
に
は
、
衰
微
の
一
途
を
た
ど
っ
た
東
普

王
室
の
命
運
や
時
事
な
ど
に
つ
い
て
の
見
解
と
感
慨
と
を
、
寓
意
的

に
表
出
す
る
詩
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
擬
古
」
に
限
ら
ず
、
陶
淵
明
に
は
寓
意
を
意
図
し
た

と
思
わ
れ
る
作
品
が
多
い
。
し
か
し
そ
の
寓
意
の
具
体
的
な
所
在
と

い
う
点
に
な
る
と
、
諸
説
緊
訟
し
て
婦
結
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い

の
が
、
従
来
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
結
果
を
招
い
て
き
た
原

因
と
し
て
、
作
者
の
用
い
る
寓
意
の
手
法
が
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

卑
見
に
よ
れ
ば
、
淘
淵
明
が
そ
の
寓
意
に
多
用
す
る
手
法
と
し

て
、
漢
・
焦
議
撰
と
伝
え
る
「
易
林
』
中
の
認
辞
や
、
「
潟
易
』
の 〈

主
〈
三
〉

の
詩
の
寓
意
に
つ
い
て

沼

勝

口

卦
交
の
辞
と
そ
れ
に
対
す
る
貌
・
王
弼
注
の
こ
と
ば
の
使
用
を
挙
げ

。

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
乙
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
次
の

よ
う
な
点
を
指
摘
し
た
い
。

す
な
わ
ち
陶
淵
明
の
作
品
に
は
か
な
り
多
く
の
呉
声
歌
曲
・
西
出

歌
(
以
下
、
呉
歌
・
西
山
と
略
称
)
の
歌
辞
と
共
通
も
し
く
は
類
似

し
た
措
辞
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
明
ら
か
に
寓
意
の
手
法

と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
と
に
「
擬
古
」
と
呉
歌
・
西
出
と
の
関
連
は
深
く
、
連
作

九
首
中
の
過
半
の
詩
に
そ
う
し
た
措
辞
が
一
認
め
ら
れ
る
。

小
稿
は
、
「
擬
古
」
〈
其
一
ニ
〉
の
詩
(
以
下
、
〈
其
一
二
〉
と
略
称
)
に

つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
寓
意
に
回
附
す
る
従
来
の
諸
説
を
検
討
し
、
次
い

で
そ
こ
に
見
ら
れ
る
呉
歌
・
西
出
の
歌
辞
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
さ

ら
に
作
者
の
寓
意
の
手
法
お
よ
び
寓
意
の
所
在
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
る
も
の
で
あ
る
。

(15 ) 



〈
其
一
ニ
〉
の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
。

ぁ

仲

春

選

時

雨

仲

春

時

雨

に

遅

い

始
雷
発
東
側
開
始
雷
東
隅
に
発
す

お

の

お

ど

ろ

衆

塾

各

潜

骸

衆

塾

各

I
潜
み
骸
き

の

草

木

従

横

箭

草

木

従

横

に

箭

ぶ

蹴

級

新

来

燕

級

編

た

り

新

来

の

燕

双
双
入
我
鹿
双
双
と
し
て
我
が
躍
に
入
る

も

と

な

先

巣

故

尚

在

先

巣

故

よ

り

尚

お

在

り

と
も

棺
将
選
出
居
相
将
に
旧
居
に
還
る

こ
の
か
た

自

従

分

別

来

分

別

し

て

よ

り

来

門
庭
臼
荒
蕪
門
庭
白
〉
〉
に
荒
蕪
す

む

と

あ

ら

我
心
臨
鹿
石
我
が
心
国
よ
り
石
に
駐
ず

君

情

定

伺

如

君

の

情

定

し

て

何

如

五
一
一
一
一
口
十
二
句
か
ら
な
る
右
の
詩
は
、
そ
の
内
容
か
ら
各
四
句
の
三

段
落
に
分
か
れ
る
。
第
一
段
落
は
仲
春
二
月
の
景
物
で
あ
る
時
雨
・

春一宮

-
w倍
強
・
草
木
の
生
育
を
詠
い
、
第
二
段
落
に
お
い
て
わ
が
躍

に
飛
来
し
た
つ
が
い
の
燕
た
ち
が
、
や
が
て
出
居
に
も
ど
っ
て
い
っ

た
と
と
を
い
い
、
第
三
段
落
で
燕
た
ち
と
別
れ
て
か
ら
わ
が
躍
の
門

庭
も
荒
蕪
に
帰
し
た
こ
と
、
そ
し
て
わ
が
心
は
変
ら
な
い
が
、
き
み

た
ち
の
心
情
は
ど
う
な
の
か
と
問
い
か
け
て
結
ん
で
い
る
。

襲
(
斌
「
潟
、
淵
明
集
校
筆
』
(
一
九
九
六
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
)
の

〈
其
三
〉
に
つ
い
て
の
〔
集
説
〕
に
、
と
の
詩
の
主
旨
に
関
し
て
、

従
来
次
の
四
説
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

付
燕
が
出
、
巣
を
恋
う
る
こ
と
を
以
て
、
普
室
を
背
棄
す
る
こ
と
を

肯
ん
じ
な
い
作
者
の
心
情
を
託
し
た
と
す
る
説
(
到
制
酒
販
制
服

詩
話
云
E

「
託
一
一
一
一
回
不
背
棄
之
意
二
郎
嘉
穂
東
山
草
堂
陶
詩
筆
巻
田
云
、

「
白
鶴
裕
築
皆
、
天
下
燦
然
従
之
、
如
衆
繋
草
木
之
赴
雷
雨
、
市
陶
公

独
催
倦
晋
室
、
如
新
燕
之
恋
悶
巣
、
難
門
庭
荒
蕪
、
荷
此
心
不
可
転

也
。
」
孫
人
竜
亦
間
此
説
。
)

ω
劉
絡
の
宋
に
仕
え
る
者
を
諮
っ
た
と
す
る
説
(
馬
撲
陶
詩
本
義

巻
四
去
、
「
此
首
似
議
仕
宋
者
之
不
如
燕
也
。
」
)

国
辺
境
に
従
役
す
る
夫
を
懐
う
作
と
す
る
説
。
(
張
玉
穀
吉
詩

箆
析
巻
十
四
一
去
、
「
此
擬
春
問
問
懐
遠
之
詩
。
」
)

制
劉
裕
が
纂
奪
者
桓
玄
に
対
し
同
志
と
と
も
に
義
兵
を
挙
げ
た
こ

と
を
一
詠
ず
る
と
す
る
説
。
こ
れ
は
民
間
・
古
車
吋
陶
靖
節
詩
箪
」

(
一
九
六
四
年
、
広
文
護
局
)
の
説
で
、
法
欽
立
校
注
吋
陶
淵
明

集
」
(
一
九
七
九
年
、
中
華
醤
局
)
は
古
車
の
注
釈
を
襲
い
つ
つ
、

説
と
し
て
は
や
や
異
な
る
。

以
上
の
諸
説
の
中
、
後
述
す
る
〈
其
一
一
一
〉
の
寓
意
の
解
明
に
お
い

て
参
考
と
す
べ
き
は
、
第
一
二
、
第
四
の
一
向
説
、
乙
と
に
後
者
で
あ
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る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
古
直
お
よ
び
迷
欽
立
の
解
釈
を
取
り
あ
げ
て
、

説
明
し
検
討
を
加
え
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
〈
其
一
}
一
〉
を
、
桓
玄
に
対
す
る
鶴
裕
の
義
挙
を

寓
意
す
る
も
の
と
す
る
の
が
古
直
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
例

え
ば
、
「
晋
警
の
元
興
三
年
二
月
、
劉
硲
と
何
無
忌
と
起
つ
、
京
口

は
建
康
の
東
に
在
り
、
故
に
日
く
、
仲
春
時
一
雨
に
惑
い
、
始
雷
東
側
附

に
発
す
、
と
」
と
い
う
よ
う
に
、
史
実
を
挙
げ
て
そ
れ
が
い
か
な
る

理
由
で
詩
句
に
結
び
つ
く
の
か
を
説
く
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
古
直
の
摘
記
す
る
史
認
問
の
記
述
は
、
必
ず
し
も
立
同

盟
国
い
(
麿
・
一
局
玄
齢
等
撰
)
の
本
文
の
と
お
り
で
は
な
く
、
ま
た
断
片

的
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
当
該
史
実
の
経
緯
を
知
り
、
古
直
の
注
釈
を

理
解
す
る
た
め
に
、
古
木
書
い
(
梁
・
沈
約
撰
)
、
安
田
掛
一
一
巴
、
辺
国
立
山
通

鑑
」
(
宋
・
司
馬
光
撰
)
な
ど
の
史
書
を
参
照
し
て
、
桓
玄
の
い
わ

ゆ
る
「
偽
楚
の
乱
」
(
宋
・
裳
枢
撰
吋
通
鑑
紀
事
本
末
い
の
篇
題
)
の

顛
末
を
述
べ
て
み
た
い
。

東
普
の
元
輿
元
年
(
四
O
二
)
正
月
、
尚
室
田
令
司
馬
元
顕
は
か
ね

て
か
ら
対
立
し
て
い
た
刻
州
刺
史
桓
玄
を
討
つ
べ
く
戒
厳
令
を
布

く
。
こ
れ
を
聞
い
た
玄
も
元
鋲
の
罪
を
挙
、
げ
、
丘
(
を
率
い
て
東
下
す

ア
』
刊
レ
山
中

r
、

る
。
二
月
、
玄
は
都
建
康
に
近
い
姑
執
に
歪
り
、
戦
端
が
開
か
れ
、

政
府
軍
の
司
馬
尚
之
・
司
馬
休
之
が
敗
れ
る
。
一
ニ
丹
、
政
府
軍
の
主

力
北
府
軍
司
の
一
長
劉
牢
之
が
一
花
顕
を
裏
切
り
玄
に
寝
が
え
る
。
玄
は

建
康
を
制
圧
、
太
侍
司
馬
道
子
(
元
一
鎮
の
父
)
を
廃
し
、
元
顕
を
斬

る
。
ま
た
、
北
府
軍
団
長
を
解
任
さ
れ
た
牢
之
は
あ
ら
た
め
て
玄
を

討
と
う
と
す
る
が
、
す
で
に
部
将
た
ち
は
分
散
し
て
企
て
は
成
ら

ず
、
逃
亡
の
途
中
自
殺
す
る
。

劉
牢
之
の
失
脚
後
、
そ
の
部
将
劉
裕
は
桓
玄
の
従
兄
桓
備
の
参
軍

と
な
り
、
五
斗
米
選
徒
孫
恩
の
一
党
麗
循
討
伐
に
従
事
し
て
こ
れ
を

敗
走
さ
せ
、
期
耳
元
興
二
年
(
四

O
一
二
)
六
月
、
彰
域
内
史
を
加
え
ら

る
。
何
年
十
二
月
、
玄
は
つ
い
に
帝
位
に
郎
き
、
思
号
を
楚
と
し
、

{
女
帝
を
廃
し
て
平
国
王
と
し
、
そ
の
弟
司
馬
徳
文
(
後
の
恭
帝
)
と

と
も
に
尋
陽
に
遷
す
。
な
お
、
当
時
尋
揚
郡
の
治
は
、
淘
淵
明
の
故

郷
柴
桑
に
あ
っ
た
と
、
吋
通
鑑
〕
の
胡
三
省
註
に
い
う
。

桓
玄
の
纂
奪
を
見
届
け
た
劉
裕
が
劉
牢
之
の
甥
の
何
無
忌
と
語
ら

い
、
晋
室
興
復
の
義
兵
を
挙
げ
た
の
は
、
一
冗
興
三
年
(
四

O
四
)
二

月
の
こ
と
で
あ
る
。
義
挙
に
参
画
し
た
の
は
劉
裕
・
何
無
忌
の
外
、

硲
の
弟
道
規
e

劉
毅
・
孟
一
組
・
貌
詠
之
・
檀
窓
之
・
諸
葛
一
長
民
・
王

一
見
徳
・
辛
一
患
輿
・
玄
厚
之
ら
と
そ
の
兄
弟
親
戚
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
劉
道
規
・
孟
一
組
・
劉
毅
が
広
陵
に
お
い
て
、
ま
た
諾
葛
長
民
が

歴
揚
で
、
さ
ら
に
王
元
徳
・
辛
雇
興
・
童
厚
之
ら
が
建
康
で
、
そ
れ

ぞ
れ
京
口
城
(
鎮
江
市
)
に
お
け
る
劉
裕
の
挙
兵
と
呼
応
し
一
斉
に

蜂
起
し
た
の
で
あ
る
。

三
月
、
劉
裕
が
桓
玄
の
犠
将
呉
甫
之
・
皇
甫
敷
を
斬
り
、
玄
の
衆
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は
潰
え
て
逃
奔
す
る
。
建
康
に
入
っ
た
裕
は
、
玄
の
宗
族
を
訴
し
、

武
陵
王
司
馬
遵
を
天
子
の
代
行
と
し
、
諸
将
に
.
玄
追
一
討
を
命
じ
た
。

一
方
桓
玄
は
、
尋
問
問
に
翻
関
し
て
お
い
た
安
帝
を
伴
っ
て
江
院
院
に

逃
れ
、
体
勢
を
立
て
産
す
と
再
び
長
江
を
東
下
し
、
料
貯
際
洲
(
湖
北

省
都
州
市
の
北
)
で
劉
毅
と
遭
遇
し
て
戦
い
大
敗
を
喫
し
、
再
度
江

綾
に
帰
り
、
さ
ら
に
西
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
途
中
、
枚
閉
山
洲
(
江
陵

燥
の
西
)
で
殺
さ
れ
た
。
時
に
元
興
三
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
前
、
安
帝
ら
は
救
出
さ
れ
江
陵
に
あ
っ
た
が
、
義
熊
元
年

(
問
。
五
)
三
月
甲
午
、
建
康
に
婦
還
、
復
辞
し
た
。

次
に
右
の
事
迩
を
踏
ま
え
て
、
古
直
の
解
釈
を
見
る
こ
と
と
し
ょ

よ
ノ
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
〈
其
三
〉
の
冒
頭
の
二
匂
は
、
一
冗
興
三
年

の
二
月
に
劉
硲
ら
の
義
挙
が
京
口
に
お
い
て
口
火
を
切
っ
た
こ
と
を

寓
意
す
る
と
い
う
。

そ
し
て
続
く
第
一
ニ
・
四
勾
「
衆
按
各
潜
骸
、
草
木
従
横
辞
」
と

は
、
広
陵
・
歴
陽
・
建
康
に
お
い
て
、
劉
絡
の
向
志
た
ち
が
一
斉
に

蜂
起
し
た
こ
と
を
い
う
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
第
二
段
落
「
廠
駒
新
来
燕
、
双
双
入
我
盤
、
先
巣
故
尚

在
、
相
将
還
問
居
」
と
は
、
桓
玄
が
敗
れ
、
劉
裕
が
晋
室
を
輿
復

し
、
安
帯
が
建
康
に
帰
還
し
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
、

「
玄
を
旧
燕
と
為
す
、
故
に
裕
等
を
新
燕
と
為
す
、
双
双
と
は
其
の

一
に
非
ざ
る
を
言
う
な
り
」
と
解
釈
す
る
。
劉
裕
ら
を
新
来
の
燕
に

習
え
る
そ
の
理
由
を
、
古
直
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

案
ず
る
に
裕
は
嘗
て
下
部
太
守
為
り
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
局
外

の
小
臣
に
し
て
、
未
だ
朝
政
を
関
か
ず
、
之
を
警
え
れ
ば
林
に

巣
く
う
燕
の
、
未
だ
人
家
の
題
梁
に
居
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
故

に
無
忌
の
毅
に
請
い
て
臼
く
、
天
下
草
沢
の
中
、
英
雄
無
き
に

し
も
非
ず
と
。
之
を
新
来
の
燕
と
謂
い
し
所
以
な
り
。

毅
裕
が
下
部
太
守
と
な
っ
た
の
は
隆
安
五
年
(
四

O
二

八

月

で
、
こ
の
時
、
孫
患
を
破
る
大
功
を
立
て
て
い
る
が
、
朝
政
と
は
無

縁
の
小
百
で
あ
っ
た
。
義
挙
を
図
る
際
、
何
無
忌
が
劉
毅
に
対
し
、

暗
に
裕
の
こ
と
を
「
草
沢
中
の
英
雄
」
に
擬
し
た
こ
と
ば
に
も
そ
れ

が
表
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
人
家
の
画
梁
に
巣
く
っ
た
こ
と
の
な
い
林

中
の
燕
に
替
え
、
こ
れ
を
「
新
来
の
燕
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
と
い

〉つ。

(18) 

第
三
段
落
、
「
自
従
分
別
来
、
門
庭
日
荒
蕪
、
我
心
思
庭
石
、
君

情
定
何
如
」
の
侶
匂
の
解
釈
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

義
照
元
年
三
月
、
靖
節
建
威
将
軍
の
為
に
都
に
使
い
す
。
八

月
、
彰
沢
の
令
と
為
り
、
十
一
月
、
帰
ら
ん
こ
と
を
賦
す
。
此

れ
よ
り
以
後
、
沼
患
に
老
死
す
る
ま
で
、
復
た
都
に
至
ら
ず
。

ょ
う
や

指
し
て
督
室
も
亦
た
寝
く
衰
え
寝
く
微
に
し
て
、
以
て
亡
ぶ
る

こ
の
か
た

に
至
る
、
故
に
日
く
、
「
分
別
し
て
よ
り
来
、
門
庭
日
に
荒
蕪



す
一
と
。

宋
警
の
本
伝
に
臼
く
、
潜
自
ら
曾
祖
皆
世
の
宰
純
な
る
を
以

て
、
復
た
身
を
後
代
に
屈
す
る
を
恥
ず
、
と
。
故
に
臼
く
、

「
我
が
心
回
り
石
に
底
、
ず
」
と
。
其
の
故
人
顔
延
之
等
の
如
き

勉
め
て
新
籾
に
一
事
う
る
者
尚
お
多
し
、
故
に
日
く
、
「
君
の
情

定
め
て
何
如
」
と
。

向
、
淵
明
は
、
一
見
興
三
年
に
鎮
軍
将
軍
劉
裕
の
参
軍
と
し
て
そ
の
下

に
あ
っ
た
が
、
翌
年
の
義
烈
元
年
三
月
に
建
威
将
軍
劉
敬
先
の
参
軍

と
し
て
都
に
使
い
し
、
そ
の
八
月
に
彰
沢
県
の
令
と
な
り
、
十
一
月

に
武
田
日
(
江
西
省
)
の
程
氏
に
嫁
し
た
妹
の
許
報
を
口
実
に
辞
任

し
、
郷
患
に
隠
退
し
た
。
そ
の
隠
の
心
境
が
「
帰
去
来
守
辞
」
に
写

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
古
甚
に
よ
れ
ば
、
第

九
・
十
匂
は
作
者
が
官
を
辞
し
て
よ
り
、
晋
室
が
次
第
に
衰
微
し
滅

亡
に
至
る
こ
と
を
指
す
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
だ
木
書
い
「
隠
逸
伝
」
の
本
伝
に
い
う
よ
う
に
、
曾
祖
陶

侃
が
宰
相
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
身
は
宋
朝
に
仕
え
る
の
を
恥
じ
と

し
、
ま
た
若
い
友
人
顔
延
之
(
一
ニ
八
四
i

四
五
六
)
ら
が
新
朝
に
仕

え
る
の
を
喜
ば
な
か
っ
た
、
そ
れ
が
末
尾
ニ
匂
の
一
意
で
あ
る
と
す

る。
次
に
途
欽
立
の
解
釈
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う

D

そ
れ
は
ま
ず
、

「
二
月
の
春
雷
を
以
て
錨
裕
の
二
月
義
丘
ハ
を
挙
ぐ
る
に
喰
う
」
と
解

す
る
点
で
古
車
の
説
を
襲
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

た
る
新
来
の
高
山
の
二
句
は
、
普
の
安
帝
兄
弟
の
尋
揚
に
選
さ
る
る

に
鴎
う
」
と
い
い
、
ま
た
吋
先
巣
故
よ
り
尚
お
在
り
い
の
二
匂
は
、

「
晋
の
安
市
の
復
辞
し
て
京
都
に
返
る
に
喰
う
」
と
い
い
、
さ
ら
に

吋
宋
設
聞
い
「
武
帝
紀
」
の
一
記
事
を
引
き
、
次
の
よ
う
に
解
す
る
点
で
古

直
と
異
な
る
。

普
の
安
帝
宋
公
の
爵
を
進
め
て
王
と
為
し
、
詔
し
て
臼
く
、

す
く

「
相
国
宋
公
、
朕
を
巣
幕
よ
り
丞
い
、
霊
命
を
己
に
崩
れ
た
る

め
ぐ

に
廻
ら
す
、
」
と
。
淘
の
巣
燕
を
以
て
晋
の
安
帝
に
比
す
る
は
、

此
れ
と
問
、
じ
き
な
り
。

右
の
「
武
帝
紀
」
に
引
く
安
帝
の
詔
に
い
う
「
巣
幕
」
の
語
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
吋
春
秋
友
氏
伝
』
襲
公
二
十
九
年
、
季
札
が
衛
か

ら
晋
に
行
き
、
孫
文
子
の
封
邑
戚
に
宿
ろ
う
と
し
て
鐘
声
を
開
き
、

国
君
の
後
め
を
受
け
て
護
壌
の
身
の
孫
文
子
が
音
楽
を
た
の
し
む
と

は
な
に
ご
と
か
と
い
い
、
「
夫
子
の
此
に
在
る
や
、
猶
お
燕
の
幕
の

上
に
巣
く
う
が
ご
と
し
」
と
い
っ
た
の
に
拠
る
。
帳
幕
(
テ
ン
ト
)

に
巣
を
造
っ
た
燕
は
い
つ
巣
を
撤
去
さ
れ
る
か
知
れ
な
い
危
険
な
運

命
に
あ
る
。
そ
う
し
た
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
巣
幕
」

と
い
う
。
逮
欽
立
は
安
帝
の
認
の
こ
と
ば
か
ら
、
詩
中
の
燕
を
安
帝

の
比
喰
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
〈
其
三
〉
の
詩
に
つ
い
て
古
直
と
逢
欽
立
の
解
釈
を
、
史

「
「
蹴
蹴

(19 ) 



こ
れ
を
整
理
検
討
す
る
と
、

笑
と
照
合
し
つ
つ
見
て
き
た
。

う
な
問
題
点
が
残
る
。

第
一
段
落
の
四
句
を
劉
裕
の
義
挙
の
寓
意
と
解
す
る
キ

i
ワ
i
ド

は
、
「
仲
春
」
「
東
隅
」
の
語
で
あ
る
が
、
他
に
さ
ら
に
確
実
な
論
拠

、
〉
戸
t
h

ユ
、
ノ
〉

O

カ
ア

j

し

U-
カ

第
二
段
落
の
「
新
来
燕
」
を
劉
裕
、
ま
た
安
帝
の
比
轍
と
す
る

と
、
「
双
双
入
」
と
い
う
表
現
に
見
合
う
事
実
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
先
巣
」
と
「
出
馬
」
と
に
対
応
す
る
場
所
は
具
体
的
に
ど

乙
で
あ
る
の
か
。

第
三
段
落
の
「
門
庭
」
の
語
は
、
第
六
匂
の
「
我
巌
」
と
対
応
し

て
同
一
の
所
在
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
尋
陽
と
建
康
の

い
ず
れ
な
の
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
こ
と
が
ら
を
指
す

、，，，
¥
A

ハ
ν

刀
V
1
4
U右

の
諸
点
、
を
解
明
す
る
た
め
に
、

と
の
関
連
に
検
討
を
加
え
た
い
。

次
の
よ

次
に

〈草三一〉

と
旦
(
歌
・
西
出

周
知
の
よ
う
に
呉
歌
と
西
出
は
、
と
も
に
南
朝
時
代
に
流
行
し
た

歌
曲
で
、
そ
の
多
く
は
庶
民
ま
た
は
異
民
族
の
間
に
発
生
し
た
歌
謡

を
母
体
と
し
、
主
と
し
て
男
女
間
の
愛
情
を
五
一
一
一
一
口
四
匂
の
形
式
を
用

い
て
唱
う
も
の
で
あ
る
。
呉
歌
と
一
山
由
と
を
分
か
つ
点
は
、
呉
歌
が

東
晋
以
後
、
建
康
を
中
心
と
す
る
長
江
下
流
の
地
域
に
発
生
、
流
行

し
た
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
曲
は
宋
以
後
、
江
陵
を
中
心
と
す
る

長
江
中
流
域
と
漢
水
の
両
岸
を
含
む
広
大
な
地
域
に
発
生
し
、
そ
の

主
要
な
部
分
は
舞
曲
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
句
。

と
こ
ろ
で
陶
淵
明
の
作
品
中
に
は
、
「
庚
子
歳
五
月
中
従
都
還
担

風
於
規
林
」
(
四
O
O年
)
、
「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
口
」

(侶

O
一
年
)
、
「
乙
巴
歳
三
月
為
建
威
参
軍
使
都
経
銭
渓
」
(
四

O
五

年
)
、
お
よ
び
「
始
作
鎮
軍
参
軍
経
曲
間
作
」
と
題
す
る
諸
詩
が
あ

り
、
作
者
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
幾
度
か
都
建
康
と
江
陵
に
赴
任
ま

た
は
使
い
し
た
事
実
を
語
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
陶
郡
明
は
、
呉

歌
の
故
郷
建
康
と
沼
曲
の
中
心
地
と
な
る
江
綾
で
、
そ
の
耳
で
呉
歌

を
開
き
、
ま
た
初
期
の
西
曲
が
歌
舞
さ
れ
る
の
を
見
聞
す
る
機
会
を

も
ち
得
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
彼
の
故
郷
尋
陽
は
、
西
曲
発
生

の
一
一
地
域
で
あ
る
。

陶
淵
明
が
呉
歌
を
愛
好
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
お
そ
ら
く
初
め

て
示
唆
し
た
の
は
魯
迅
(
一
八
八
一

j

一
九
三
六
)
で
あ
る
。

読
者
的
読
選
本
、
自
以
為
是
由
此
得
了
古
人
文
筆
的
精
華
的
、

殊
不
知
部
被
選
者
縮
小
了
限
界
、
却
以
文
選
為
例
罷
、
:
:
:
不

収
陶
潜
関
情
賦
、
掩
去
ア
他
也
是
一
偲
既
取
民
間
子
夜
歌
意
、

市
又
拒
以
部
品
道
的
迂
士
。
(
一
九
三
一
一
一
年
、
左
京
外
集
い
所
収
の

「
選
本
」
)

(20 ) 



「
子
孜
歌
」
を
代
表
と
す
る
呉
歌
の
み
な
ら
ず
、
活
出
中
の
一
部

の
歌
を
も
陶
淵
明
は
受
容
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
、
筆
者

の
推
測
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
後
述
す
る
西
由
の
「
丹
節
折
楊
柳

歌
」
と
〈
其
一
一
一
〉
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
深
い
関
連
性
に
あ
る
。

乙
ζ

で
〈
其
一
一
一
〉
お
よ
び
そ
れ
と
の
間
に
共
通
も
し
く
は
類
似
の

措
辞
を
も
っ
呉
歌
・
西
曲
の
歌
辞
を
掲
げ
、
両
者
間
の
関
連
を
図
示

す
る
(
下
図
参
照
)
。

こ
の
図
に
よ
っ
て
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
〈
其
一
二
〉
全
十
二
匂
中

突
に
八
匂
の
措
辞
に
、
山
口
ハ
歌
・
西
曲
と
共
通
も
し
く
は
類
似
の
そ
れ

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
、
「
故
尚
」
「
相
将
」
「
自
従
:
:

来
」
な
ど
の
認
に
つ
い
て
は
、
〈
其
一
ニ
〉
が
図
中
の
呉
歌
・
西
出
の

歌
辞
か
ら
借
用
し
た
と
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
中
国
吉
典
諾
の
品
詞
(
大
別
し
て
笑
字
・
虚
字
・
助
字
の
三
類

に
分
か
れ
勾
)
と
し
て
助
字
に
属
す
る
乙
と
ば
で
あ
り
、
当
時
小
説

や
民
歌
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
白
話
的
な
語
棄
と
考
え
ら
れ
る
。

陶
淵
明
は
こ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
で
、
〈
其
一
ニ
〉
に
民
歌
的
口
調
を

与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
「
月
節
折
楊
柳
歌
・
二
月
歌
」
「
子
夜
四
時
歌
・

冬
歌
其
一
」
の
二
首
と
〈
其
一
ニ
〉
と
の
場
合
、
両
者
の
間
に
見
ら
れ

る
表
現
上
・
内
容
上
の
類
似
か
ら
判
断
し
て
、
陶
淵
明
が
こ
の
二
首

の
歌
辞
を
愛
好
し
、
そ
れ
を
い
わ
ば
換
骨
奪
胎
し
た
作
が
〈
其
三
〉

〔
擬
古
其
三
〕

〔
呉
声
歌
曲
〕

(E)
秋
愛
両
両
腐

斜
配
劇
厨
燕

蘭
鷹
接
野
難

維
落
誰
当
見

(
子
衣
囲
時
数
・
秋
歎
其
一
)

(F)
碧
玉
破
瓜
時

郎
為
情
顛
倒

芙
蓉
陵
霜
栄

似
崎
浦
嘘
存

(
碧
玉
歎
其
こ
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(D)
陽
春
二
三
月

間
断
釦
動
制

i

曲
曲
髄
時
変

持
許
艶
部
員

(
窮
楽
其
二
)



で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

以
下
に
八
英
一
一
一
〉
と
呉
歌
・
西
曲
に
共
通
す
る
措
辞
に
つ
い
て
説

拐
し
よ
う
。

第
五
句
の
「
〈
脱
印
刷
」
は
、
軽
快
に
飛
ぶ
さ
ま
。
第
六
匂
の
「
双

双
」
は
、
一
対
ず
つ
の
意
で
、

ω
「
秋
に
は
両
一
向
の
躍
を
愛
せ
し

か
な

も
、
春
に
は
双
双
の
燕
を
感
し
む
」

ω
「
急
鳥
双
双
と
し
て
飛
ぶ
、

わ

さ

み

い

づ

健
が
歓
は
今
何
く
に
か
在
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
つ
が
い
の
鳥
を
見

て
孤
独
な
今
の
わ
が
身
を
歎
く
の
に
用
い
る
。

第
七
匂
の
「
故
尚
」
は
、
も
と
の
ま
ま
・
あ
い
か
わ
ら
ず
の
意
。

仰
に
お
い
て
は
、
霜
に
負
け
ず
咲
く
木
芙
蓉
の
花
の
よ
う
に
、
悲
し

み
愁
え
る
顔
も
笑
顔
と
か
わ
ら
ぬ
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
詩
語

と
し
て
の
用
例
は
「
碧
玉
歌
」
が
最
も
平
く
、
〈
其
一
二
〉
が
こ
れ
に

@
 

次
ぐ
よ
う
で
あ
る
。

第
八
勾
の
「
柏
将
」
は
、
と
も
に
・
連
れ
立
っ
て
の
意
。
晋
・
石

山
宗
(
二
四
九
l
一一一

O
O
)
の
一
琴
曲
「
忠
帰
引
」
に
「
雁
驚
き
て
波
を

さ

か

の

ぼ

し

た

が

日
何
り
群
れ
て
相
将
う
」
と
い
う
の
が
、
詩
語
と
し
て
の
早
期
の
用

ひ

き

い

ふ

例
で
あ
る
。

ω
「
相
将
て
百
事
を
陽
む
」

ω
「
柏
将
て
齢
期
楽
を
舞

う
」
と
は
、

mm春
人
々
が
連
れ
立
っ
て
野
に
出
て
舞
踏
す
る
こ
と
を

い〉フ。「
自
従
:
:
:
来
」
(
:
:
:
よ
り
以
来
)
と
い
う
誌
も
「
子
夜
歌
」
に

い
ワ

始
ま
る
よ
う
で
、

O
「
郎
と
別
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
何
の
自
か
次
口

瑳
せ
ざ
ら
ん
」
の
外
に
、
「
歓
と
別
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
査
一
器
了

に
関
か
ず
」
(
子
夜
歌
其
四
)
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
子
夜
間
時
歌
」

中
に
二
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
第
十
一
・
十
二
句
の
「
我
心
」
と
「
君
情
」
を
対
置
し

て
、
自
ら
の
不
動
の
心
情
を
い
い
、
相
手
の
気
持
ち
の
い
か
ん
を
問

う
句
法
は
、
防
「
我
が
心
松
柏
の
如
し
、
君
の
情
復
た
何
に
か

似
る
」
と
い
う
歌
辞
の
句
法
と
類
似
す
る
。
こ
れ
を
陶
淵
明
が
「
子

夜
四
時
歌
・
冬
歌
其
こ
の
句
法
を
踏
襲
し
た
結
果
と
解
し
て
よ
い

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

{
木
・
郭
茂
信
「
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
四
「
子
夜
歌
」
の
題
解
に
引

く
唐
・
呉
競
『
楽
府
解
題
い
に
、
「
後
人
更
め
て
四
時
行
楽
の
認
を

為
る
、
こ
れ
を
子
夜
間
時
歌
と
謂
う
。
:
:
:
皆
曲
の
変
な
り
」
と
い

い
、
ま
た
「
子
夜
四
時
歌
」
は
「
晋
・
宋
・
斉
の
辞
な
り
」
と
い

〉フ。
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王
運
照
「
呉
声
西
出
雑
考
」
の
「
第
四
節

い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

在
〈
子
夜
間
時
歌
》
産
生
之
前
、
呉
地
的
民
歌
、
大
約
原
有
叫

倣
〈
四
時
歌
》
的
、
後
来
《
子
夜
》
的
声
調
盛
行
、
文
人
楽
工

的
就
用
立
来
製
造
《
子
夜
間
持
歌
》
的
楽
曲
了
。
(
吋
楽
府
詩
述

論
い
所
収
)

お
そ
ら
く
「
冬
歌
其
こ
は
、
右
の
呉
地
方
の
民
歌
「
四
時
歌
」

子
夜
変
出
考
」
に
お



の
旧
歌
辞
を
と
ど
め
て
い
る
歌
で
あ
ろ
う
。
「
冬
歌
其
こ
に
限
ら

ず
、
「
子
夜
間
時
歌
」
(
七
十
五
首
)
と
陶
淵
明
の
作
品
と
の
問
に

へけ
M

Fμ
いむ

は
、
多
数
の
共
通
す
る
措
辞
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
子
夜
間

時
歌
」
の
原
歌
「
邸
時
歌
」
を
陶
淵
明
は
享
受
す
る
機
会
を
も
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
〈
英
一
一
一
〉
は
呉
歌
・
四
曲
の
措
辞
を
模
し
て

民
歌
誠
に
作
っ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
前

述
の
「
春
節
懐
速
の
詩
に
援
す
」
と
す
る
説
も
こ
こ
に
発
し
て
い

る。

四

前
業
の
図
の

ω
「
月
節
折
楊
柳
歌
・
二
月
歌
」
(
以
下
「
二
月
歌
」

と
略
称
)
は
、
〈
英
一
ニ
〉
の
寓
意
を
解
く
鍵
と
な
る
歌
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
理
由
を
次
に
説
明
し
よ
う
。か

ら
ず

御
殿
烏
入
郷
劇
蹴
と
し
て
烏
郷
に
入
る

道

逢

双

双

燕

道

に

逢

う

双

双

の

燕

労
若
者
一
二
陽
君
を
労
し
て
三
陽
一
を
看
ん

庁
易
m
w
p
T
m
z
m
w

ふ
寸
iw
ふ
止
十

'+4h

ふ
寸
ι
叫
ふ
止
十
よ
主
午

H

わ

さ

み

つ

寄
言
語
鍛
歓
一
一
一
一
向
を
寄
せ
て
傑
が
歓
に
語
、
げ
ん

一
尋
還
不
復
久
尋
還
(
尋
環
)
復
た
久
し
か
ら
ず

恋
人
の
不
在
を
嘆
く
女
の
歌
で
あ
る
。
楽
し
げ
に
村
里
に
入
っ
て

道
で
出
会
っ
た
つ
が
い
の
燕
た
ち
、
わ
た
し
も
あ
な
た
と

ふ
た
り
し
て
春
を
眺
め
た
い
、
(
楊
柳
の
校
を
折
り
)
、
遠
征
の
わ
が

き
み
に
こ
と
づ
け
す
る
、
め
ぐ
る
季
節
は
長
く
は
と
ど
ま
っ
て
い
な

い
の
だ
か
ら
と
口

さ
て
、
右
の
第
三
句
の
「
三
陽
」
は
、
出
暦
の
正
月
を
指
す
こ
と

ば
で
あ
る
が
、
「
子
夜
間
待
歌
」
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
例
か
ら
す

る
と
、
春
一
般
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

た
ま
た

適
憶
三
間
関
初
適
ま
憶
い
し
は
三
錫
の
初
め

今
己
九
秋
暮
今
は
己
に
九
秋
の
暮
れ

(
秋
歌
其
五
)

別
在
三
陽
初
別
れ
し
は
三
陽
の
初
め
に
在
り

望
還
九
秋
暮
還
り
を
望
む
九
秋
の
暮
れ

(
秋
歌
其
十
八
)

適
見
三
陽
自
適
ま
見
え
し
は
三
陽
の
日

寒

蝉

己

復

鳴

寒

鰐

己

に

復

た

鳴

く

(
冬
歌
其
十
七
)

ま
た
第
六
匂
の
「
尋
還
」
は
「
尋
環
」
と
書
く
の
が
正
し

く
、
「
循
環
」
と
同
義
の
諾
で
あ
る
。

と
の
歌
が
「
二
月
歌
」
で
あ
り
、
〈
其
三
〉
の
冒
頭
の
「
仲

春
」
と
季
節
を
毘
じ
く
し
、
ま
た
「
綴
駒
鳥
入
郷
、
道
逢
双
燕

飛
」
の
聯
が
、
「
顧
問
刷
新
来
燕
、
双
双
入
我
底
」
と
類
似
す
る

き
た
鳥
、
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な
ど
の
点
か
ら
し
て
、
〈
其
一
ニ
〉
と
の
関
に
な
ん
ら
か
の
関
連

を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
前
述
の

「
三
陽
」
の
語
意
を
追
究
す
る
乙
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。

次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
二
月
歌
」
の
「
三
陽
」
の
語
は
、
歌
中
に
お
い
て
は
春
の

季
節
を
指
す
が
、
ま
た
周
知
の
よ
う
に
「
易
」
の
八
卦
の
一
の

「
乾
」
(
一
一
一
)
を
、
そ
れ
が
三
陽
受
か
ら
成
る
こ
と
か
ら
い
い
、

さ
ら
に
例
え
ば
六
十
四
卦
の
一
の
「
恒
」
(
…
一
一
一
一
一
)
の
九
二
・

九
三
・
九
四
の
よ
う
な
連
続
す
る
三
陽
交
を
い
う
こ
と
が
あ

る。
陶
淵
間
引
が
そ
の
寓
意
の
た
め
の
手
法
と
し
て
、
「
易
』
の
卦

交
の
辞
や
そ
の
王
弼
注
を
用
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。

王
弼
注
に
お
い
て
「
三
陽
」
の
語
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

辺
市
」
(
…
一
一
一
一
一
)
の
上
六
、
「
泰
」
(
…
…
一
一
一
一
)
の
初
九
、
お
よ
び

「
短
」
(
…
一
一
一
行
)
の
九
三
の
三
箇
所
の
交
辞
の
ま
弼
注
に
「
三

陽
」
の
一
訟
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
〈
其
一
ニ
〉
の
寓
意

を
解
く
鍵
と
考
え
る
の
は
、
「
泰
」
の
卦
交
の
辞
と
そ
の
玉
弼

注
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
検
討
に
入
り
た
い
。

…
…
…
一
一
一
作
泰
、
小
往
大
来
、
吉
亨
。

象
日
、
泰
小
往
大
来
、
吉
茸
J

、
別
是
天
地
交
一
市
万
物
通
也
。
上

下
交
市
其
志
向
也
。
内
陽
市
外
陰
、
内
健
福
外
頼
、
内
君
子
市

外
小
人
。
君
子
道
長
、
小
人
道
治
也
。

と
お

泰
は
、
小
往
き
大
来
た
る
。
吉
に
し
て
亨
る
。

象
に
臼
く
、
泰
は
小
往
き
大
来
た
る
、
吉
に
し
て
亨
る
と
は
、

別
ち
是
れ
天
地
交
わ
り
て
万
物
通
ず
る
な
り
。
上
下
交
わ
り
て

其
の
志
向
じ
き
な
り
。
内
陽
に
し
て
外
陰
な
り
、
内
健
に
し
て

外
頗
な
り
、
内
君
子
に
し
て
外
小
人
な
り
。
君
子
は
道
長
じ
、

し
よ
う

小
人
は
道
治
す
る
な
り
。

「
泰
」
の
卦
は
、
坤
(
陰
・
地
・
小
)
が
外
卦
(
上
卦
)
に
往
き
、

乾
(
揚
・
天
・
大
)
が
内
卦
(
下
卦
)
に
来
て
い
る
か
ら
、
や
が
て

下
卦
の
三
揚
が
象
徴
す
る
陽
気
は
上
昇
し
、
上
卦
の
三
陰
が
象
徴
す

る
桧
気
は
下
降
し
て
、
天
地
・
陰
陽
が
相
和
す
る
時
を
迎
え
よ
う
と

す
る
。
故
に
吉
に
し
て
亨
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
人
事
で
い
え
ば
、

君
臣
上
下
が
意
志
疎
通
し
毘
家
安
泰
の
時
を
迎
え
る
こ
と
を
表
す
。

初
九
、
抜
茅
茄
、
以
其
索
、
征
吉
。

ら
が
や

C
よ

た

ぐ

い

と

も

初
九
、
茅
を
抜
く
に
茄
た
り
、
其
の
棄
と
以
に
す
、
征
く
と
き

は
吉
な
り
。

〔
王
弼
注
〕
茅
之
為
物
、
抜
其
根
市
相
産
引
者
也
。
如
、
相
牽

引
之
貌
也
。
一
ニ
陽
同
志
、
倶
志
在
外
、
初
為
類
首
、
己
挙
制
問

従
、
若
茅
茄
也
。
上
般
市
応
、
不
為
違
距
、
進
皆
得
志
、
故
以

其
類
、
紅
吉
。
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茅
の
物
た
る
や
、
其
の
根
を
抜
け
ば
相
牽
引
す
る
者
な
り
。
茄

と
は
、
相
率
引
す
る
の
貌
な
り
。
三
陽
志
を
向
じ
く
し
て
、
倶

し
ょ

に
志
し
て
外
に
在
り
、
初
は
類
の
首
な
り
、
己
に
挙
ぐ
れ
ば
刻

v
』レ
ιw

ち
従
う
こ
と
、
茅
の
苅
た
る
が
若
し
。
上
は
限
に
し
て
応
じ
、

そ

む

こ

は

な

う

違
き
距
む
こ
と
を
為
さ
ず
、
進
め
ば
皆
志
を
得
、
故
に
其
の
類

レ」
J
U

と
以
に
す
。

王
弼
注
に
よ
っ
て
初
九
の
交
辞
を
解
釈
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

初
九
は
乾
卦
三
陽
の
首
位
に
あ
る
。
こ
れ
が
上
に
昇
ろ
う
と
す
る

と
き
、
九
二
・
九
三
の
二
陽
交
も
と
も
に
昇
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は

あ
た
か
も
根
の
か
ら
み
合
っ
た
茅
の
一
本
を
引
き
抜
こ
う
と
す
る

と
、
他
の
茅
も
収
ご
と
い
っ
し
ょ
に
抜
け
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
し
か
も
昇
ろ
う
と
す
る
下
卦
の
三
陽
に
対
し
、
よ
卦
の

三
陰
は
柔
順
に
応
じ
、
背
き
拒
も
う
と
し
な
い
。
こ
う
し
て
一
二
陽
が

結
束
し
て
進
む
こ
と
で
上
下
と
も
に
満
足
す
る
か
ら
、
吉
と
な
る
の

で
あ
る
。

さ
て
右
の
解
釈
に
、
前
述
の
偽
楚
の
乱
の
際
、
義
挙
を
決
行
し
た

劉
硲
と
そ
の
向
志
た
ち
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
安
帝
と

イ
メ
ー
ジ

興
復
さ
れ
た
東
菅
朝
廷
の
像
を
重
ね
る
と
、
よ
く
符
合
す
る
こ
と
に

し
ょ

気
づ
く
。
吋
易
」
の
六
交
に
は
貴
賎
の
位
が
あ
っ
て
、
初
を
庶
入
、

一
一
を
士
、
一
こ
を
大
夫
、
四
を
瞬
、
五
を
天
子
、
を
無
位
の
尊
者

(
太
上
皇
)
あ
る
い
は
王
公
に
仕
え
な
い
隠
者
の
位
に
配
す
る
。
劉

ぎ
よ
う

裕
の
父
鶏
は
晋
援
郡
の
功
曹
で
あ
っ
た
。
裕
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
貧

土
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
同
志
た
ち
も
下
級
士
族
が
多
い
。
ま
さ
に

泰
の
下
卦
三
揚
と
符
合
す
る
。
一
方
、
救
わ
れ
た
朝
廷
の
人
士
た
ち

が
柔
肢
に
裕
に
従
っ
た
こ
と
は
、
義
挙
以
後
の
東
普
の
政
情
が
明
白

に
語
っ
て
い
る
。
よ
卦
一
一
一
陰
に
つ
い
て
の
王
弼
の
解
釈
の
と
お
り
と

い
え
よ
う
。

以
上
に
よ
り
、
「
二
月
歌
」
の
一
陽
」
の
語
に
導
か
れ
て
『
易
」

の
泰
卦
初
九
の
交
辞
と
そ
の
王
弼
注
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
に
劉
裕

の
義
挙
と
そ
の
後
の
朝
廷
の
示
す
態
度
を
象
徴
す
る
こ
と
ば
に
遭
遇

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
十
分
驚
く
に

値
す
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
注
白
す
べ
き
は
、
次
に
示
す
六
四
の

交
辞
と
そ
の
王
弼
注
で
あ
る
。

六
四
、
厳
印
刷
不
官
倍
、
以
其
都
、
不
戒
以
字
。

六
回
、
厳
綴
と
し
て
富
ま
ず
、
そ
の
郊
と
以
に
す
。
戒
め
ず
し

て
以
て
字
あ
り
。

〔
王
弼
注
〕
乾
楽
上
復
、
坤
楽
下
復
、
四
処
坤
首
、
不
自
所
居
、

見
命
期
退
、
故
田
、
殿
蹴
也
。
坤
交
皆
楽
下
、
己
退
別
従
、
故

不
得
富
、
市
用
主
(
制
御
也
。
莫
不
与
己
問
主
(
志
願
、
故
不
待
戒
市

自
字
也
。

か

え

れ

M
d
r

乾
は
上
に
復
る
を
楽
い
、
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坤
は
下
に
復
る
を
楽
う
。

四
は
坤
の



首
に
処
れ
ど
も
、
居
る
所
に
問
、
ら
ず
、
命
ぜ
ら
る
れ
ば
別
ち
退

お
の
れ

く
、
故
に
臼
く
、
蹴
剛
似
た
り
と
。
坤
の
交
皆
下
る
を
楽
う
、
己

退
け
ば
別
ち
従
う
、
故
に
富
む
を
得
、
ず
し
て
其
の
解
を
用
う
る

な
り
。
己
と
其
の
志
願
を
問
、
じ
う
せ
ざ
る
は
莫
し
、
放
に
戒
め

を
待
た
ず
し
て
自
ら
字
あ
る
な
り
。

ま
弼
の
解
釈
の
要
旨
を
説
明
し
よ
う

D

凶
は
坤
卦
の
首
位
に
あ
る
が
、
そ
の
位
に
間
執
せ
ず
、
命
ぜ
ら
れ

れ
ば
退
く
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
鳥
が
高
い
所
か
ら
殿
綴
と
軽
快
に
飛

び
く
だ
る
よ
う
で
あ
る
。
聞
が
退
け
ば
、
五
・
上
の
ニ
絵
も
よ
ろ
こ

ん
で
つ
い
て
来
る
。
四
が
富
ん
で
い
な
く
と
も
(
「
不
富
」
と
は
陰
交

に
つ
い
て
い
う
こ
と
ば
て
ま
た
忠
告
し
な
く
と
も
、
た
が
い
に
志
願

を
ひ
と
し
く
し
、
信
頼
し
て
つ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。

右
の
「
〈
州
側
儲
」
の
誌
を
以
て
形
容
さ
れ
た
六
朗
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
貴
賎
の
位
で
い
う
と
公
郷
に
擬
さ
れ
る
。
そ
し
て
東
晋
朝
廷
に

お
け
る
そ
の
該
当
者
中
に
は
、
当
然
宗
室
司
馬
氏
の
一
一
族
が
〈
含
ま
れ

サ
令
。

一
方
、
コ
一
丹
歌
」
に
お
い
て
「
蹴
翻
」
の
誌
を
以
て
形
容
す
る

の
は
烏
で
あ
る
が
、
次
勾
「
道
逢
双
燕
飛
」
の
双
燕
も
「
是
の
丹

や
、
玄
鳥
至
る
」
(
叶
礼
記
」
月
令
・
仲
春
之
月
)
と
い
う
よ
う
に
春

の
鳥
と
し
て
、
烏
と
一
括
し
て
よ
い
。
こ
の
「
二
月
歌
」
の
歌
辞
と

の
ふ
ハ
山
の
交
辞
、
お
よ
び
そ
の
王
弼
注
と
を
合
成
し
た
句
が

〈
其
三
〉
の
「
願
期
側
新
来
燕
、
双
双
入
我
虚
」
で
あ
ろ
う
と
想
定
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
二
勾
の
燕
は
弓
馬
氏
一
族
を
寓
意
す
る
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
右
の
「
新
来
燕
」
を
、
迭
欽
立
の
説
の
よ
う
に
安
帯
兄

弟
の
比
織
と
す
る
解
釈
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
れ
は
他
の
視
点
か
ら

も
指
摘
で
き
る

D

逢
氏
は
「
願
期
制
新
来
燕
、
双
双
入
我
麗
」
の
二
勾

を
安
帝
兄
弟
が
尋
陽
に
選
さ
れ
た
こ
と
を
喰
え
、
「
先
巣
故
尚
在
、

相
将
還
問
居
」
の
二
匂
を
安
帝
兄
弟
が
建
康
に
帰
還
し
た
こ
と
を
喰

え
た
と
す
る
。
「
旧
居
」
を
建
康
と
解
す
る
と
し
て
、
「
先
巣
」
は
い

っ
た
い
な
に
を
指
す
の
か
。
ま
た
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
「
印
刷
廠
」

は
軽
快
に
飛
ぶ
さ
ま
、
「
双
双
」
は
つ
が
い
と
な
っ
て
次
々
に
続
く

こ
と
、
「
相
将
」
は
大
勢
が
連
れ
立
っ
て
の
意
で
、
い
ず
れ
も
よ
ろ

こ
び
ゃ
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
さ
せ
る
語
で
あ
る
。
途
氏
の
解
釈
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

東
晋
末
期
、
弓
島
氏
一
一
族
に
劉
裕
の
迫
害
・
諒
裁
を
逃
れ
北
地
に

逃
亡
す
る
者
が
続
出
し
た
。
例
え
ば
司
馬
楚
之
の
場
合
、
叔
父
と
兄

と
を
殺
さ
れ
て
覚
綾
蛮
中
に
逃
れ
、
従
砲
の
司
馬
休
之
が
劉
裕
に
江

陵
で
敗
れ
後
秦
に
奔
る
と
、
衆
を
集
め
て
復
儲
を
謀
り
、
一
長
社
(
河

南
省
)
に
一
拠
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
安
帝
殺
害
後
の
元
駒
山
元
年

(
四
一
九
〉
に
は
、
劉
裕
の
部
将
玉
鎮
惑
の
弟
康
が
金
塘
城
(
洛
陽

城
西
北
角
の
小
城
。
貌
の
明
帝
が
築
く
。
)
を
保
守
し
た
の
に
対
し
、
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東
普
か
ら
逃
亡
し
た
司
馬
氏
一
族
の
者
が
、
こ
れ
を
包
屈
す
る
と
い

う
事
件
が
あ
っ
た
。
吋
通
鑑
」
一
冗
照
元
年
二
月
の
記
事
を
左
に
示
す
。

時
に
宗
室
多
く
逃
亡
し
て
河
南
に
在
り
、
司
馬
文
栄
な
る
者
有

り
、
乞
活
千
余
戸
を
帥
い
て
金
楠
城
の
南
に
屯
す
。
又
司
馬
道

恭
有
り
、
東
一
畑
一
よ
り
三
千
人
を
帥
い
て
城
西
に
屯
す
。
司
克
服

明
五
千
人
を
帥
い
て
陵
雲
台
に
屯
し
、
司
馬
楚
之
柏
谷
鳩
に
屯

J
A
U
/
 

右
の
史
笑
に
よ
っ
て
〈
其
一
ニ
〉
の
寓
意
の
所
在
に
達
す
る
と
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
〈
其
一
一
一
〉
の
「
先
巣
故
尚
在
、
相
将
還
旧
居
」
と
い
う

こ
匂
は
、
管
制
初
宗
室
の
多
数
の
者
が
、
江
南
東
普
の
父
祖
の
地
を
捨

て
て
、
活
苦
の
出
都
洛
陽
の
地
に
逃
れ
た
と
と
を
寓
意
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
「
翻
刷
新
来
高
…
、
双
双
入
我
鐙
」

の
匂
は
、
永
嘉
の
乱
を
逃
れ
江
南
の
地
に
来
て
東
晋
を
建
て
た
司
馬

氏
一
一
族
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
中
の
「
我
燈
」
と
「
門
庭
」
の

訟
は
、
と
も
に
江
南
東
晋
の
領
域
(
呉
歌
と
西
曲
の
故
郷
と
も
い
え

る
)
を
比
仏
糊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
〈
其
一
ニ
〉
は
、
北
来
の
苛
馬
氏
の
東
晋
朝
廷
が
、
劉
絡

ら
の
義
挙
に
よ
り
再
興
し
、
国
家
安
泰
の
持
を
迎
え
る
か
と
思
わ
れ

た
の
も
つ
か
の
間
間
の
こ
と
、
劉
裕
の
迫
害
に
王
室
の
一
族
は
江
南
の

地
を
捨
て
て
旧
都
洛
陽
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
あ
た
か
も
渡
り
鳥
の
燕

の
よ
う
に
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
江
南
の
地
は
日
々
に
荒
蕪
し
て
い

る
。
自
分
の
司
馬
氏
一
族
に
対
す
る
愛
情
は
変
ら
な
い
が
、
そ
の
人

た
ち
の
気
持
ち
は
ど
う
な
の
か
、
と
問
う
て
結
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
棄
婦
の
嘆
き
の
歌
に
擬
し
て
、
作
者
の
南
人
と
し
て
の

誇
り
が
、
司
馬
氏
を
は
じ
め
と
す
る
渡
江
の
北
人
に
傷
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
、
一
穣
の
複
雑
で
苦
い
心
情
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う

@
 

が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

五
巻
二
十
八
「
五
行
志
」
に
、
「
(
恵
帝
の
)
太
安
中
、
童

お

よ

な

①

謡
に
臼
く
、
吋
五
馬
滞
い
で
江
を
渡
り
、
一
馬
化
し
て
龍
と
為
る
』

と
。
後
中
原
大
い
に
乱
れ
、
宗
藩
多
く
絶
ゆ
。
唯
だ
毅
邪
・
汝
南
・

と

む

し

カ

西
陽
・
南
棋
;
彦
城
間
に
江
東
に
至
り
、
市
し
て
元
帝
統
を
嗣
ぐ
」

と
い
う
。
こ
の
渡
江
の
五
馬
、
す
な
わ
ち
司
馬
氏
の
一
族
が
、
劉
裕

の
迫
害
を
逃
れ
、
再
び
北
の
格
腸
の
地
に
帰
っ
た
こ
と
を
寓
意
し
た

う
た
、
そ
れ
が
「
擬
古
」
〈
其
一
二
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
か

ら、

ζ

の
詩
は
元
照
元
年
(
四
一
九
)
二
月
の
江
南
の
地
を
逃
れ
た

司
馬
氏
一
族
が
洛
陽
に
集
結
し
た
事
件
に
ち
な
む
作
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
劉
裕
が
恭
帝
か
ら
禅
譲
さ
れ
て
帝
位
に
却
く

宋
の
永
初
元
年
六
月
の
前
年
に
当
た
り
、
ま
さ
に
東
晋
最
後
の
年
で

あ
る
。
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と
こ
ろ
で
改
め
て
関
越
と
す
べ
き
は
、
一
般
に
宋
・
斉
代
の
歌
曲

と
さ
れ
る
沼
曲
中
の
一
曲
「
月
節
折
楊
柳
歌
・
二
月
歌
」
を
、
海
淵

明
が
ど
の
よ
う
に
し
て
受
容
し
て
い
た
か
と
い
う
点
の
解
明
で
あ

る
王
運
照
の
前
掲
警
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

〈
月
節
折
楊
柳
歌
》
十
三
首
、
均
為
五
、
五
、
五
、
三
、
五
、

五
勾
式
、
大
概
民
謡
原
有
此
種
格
式
、
楽
曲
的
歌
詞
琴
佑
立
的

(
《
月
節
折
揚
柳
歌
》
，
可
能
是
被
潤
色
了
的
民
歌
)
。
(
「
呉
声
西
出
的

産
生
地
域
」
)

「
月
節
折
楊
柳
歌
」
十
三
首
は
み
な
「
五
・
五
'
五
・
一
ニ
・
五
・

五
」
の
匂
式
で
あ
る
が
、
こ
の
匂
式
は
お
お
む
ね
の
民
謡
に
共
通
の

も
の
で
、
「
月
節
折
楊
柳
歌
」
も
そ
の
も
と
づ
く
民
謡
が
あ
り
、
そ

の
歌
辞
も
原
歌
の
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

右
の
論
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
陶
淵
明
は
「
丹
節
折
楊
柳

歌
」
の
前
身
た
る
民
話
を
受
容
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
「
月
節
折
楊
柳
歌
・
二
月
歌
」
と

〈
其
一
ニ
〉
と
が
、
深
い
関
連
を
も
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
よ
う
が

な
い
と
い
え
よ
う
。

①注

吋
易
林
」
や
吋
向
川
易
い
お
よ
び
そ
の
王
弼
注
と
陶
淵
明
の
作
品
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
陶
淵
明
『
擬
古
」

九
首
英
一
の
表
現
手
法
と
寓
意
に
つ
い
て
」
(
「
中
国
文
化
漢
文
学
会
会

報
切
口
芝
一
九
九
二
年
六
月
)
「
陶
淵
明
「
乞
食
」
の
詩
の
寓
意
に
つ
い

て
」
(
「
向
上
日
号
」
一
九
九
三
年
六
月
)
三
飲
瀦
」
〈
其
五
〉
の
詩
の
一

解
釈
i
i
そ
の
帰
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
易
」
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
l
」

(
「
中
密
文
化
i

研
究
と
教
育
j

第
五
七
号
」
一
九
九
九
年
六
月
)
「
陶

説
明
の
円
飲
酒
い
の
詩
題
の
典
拠
と
そ
の
寓
意
に
つ
い
て
」
(
「
六
朝
学
術

学
会
報
第
一
集
」
一
九
九
九
年
十
一
月
)

②
増
田
清
秀
吋
楽
府
の
歴
史
的
研
究
」
(
昭
和
問
年
創
文
社
)
の
「
第

六
章
一
指
商
曲
の
源
流
と
南
朝
の
呉
歌
誌
曲
」
お
よ
び
王
運
熊
吋
楽
府
詩

述
論
」
(
一
九
九
六
年
上
海
古
籍
出
版
社
)
の
「
上
篇
六
朝
楽
府
与

民
歌
」
を
参
照
。

③
小
川
環
樹
言
明
詩
概
説
い
(
一
九
五
八
年
九
月
、
岩
波
書
活
吋
中
国
詩

人
選
集
い
別
巻
)
の
「
第
七
章
麿
詩
の
語
法
、
一
実
字
・
虚
字
・
助

字
・
詩
一
部
巴
の
項
を
参
照
。
な
お
、
「
相
将
」
は
、
「
相
い
将
に
」
の
外
に

ひ

荘

し

た

が

「
相
将
い
る
」
「
相
持
う
」
な
ど
と
も
読
み
、
虚
字
と
解
す
る
こ
と
も
で

占

C
フ
Q
O

④
王
雲
路
ヱ
ハ
朝
詩
歌
語
一
部
研
究
い
(
一
九
九
九
年
、
黒
詑
江
教
育
出
版

社
)
の
「
故
尚
」
の
項
に
つ
故
尚
。
諮
の
然
、
依
旧
。
金
丘
北
川
》
巻
十
七

陶
淵
明
会
仏
山
海
経
詩

γ
・
ρ

精
衛
街
微
木
、
将
以
填
治
海
。
形
天
舞
千

戚
、
猛
志
故
常
在
0

8

8

故
常
在
々
猶
上
文
之
ρ

故
尚
在
ヘ
謂
依
然
存
在

0

4
F
与
。
尚
ι

遇
、
例
略
。
」
と
い
う
。

⑤
現
存
の
資
料
の
範
臨
で
あ
る
が
、
は
じ
め
て
陶
淵
明
の
作
に
お
い
て
見

ら
れ
、
ま
た
呉
歌
・
沼
訟
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
子
夜
間
時
歌
」
に
見
ら
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れ
る
共
通
の
措
辞
の
主
な
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
適
見
・
果
、

雲
・
遠
風
・
当
率
・
寒
衣
・
双
双
・
君
情
・
天
色
・
但
使
な
ど
。
な
お
こ

う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
第
三
回
六
朝
学
術
学
会
大
会
(
一
九
九
九
年
十

月
三
十
一
日
)
に
お
い
て
「
陶
淵
明
と
呉
歌
西
出
」
と
題
し
て
口
頭
発
表

し
た
。

⑤
石
川
忠
久
吋
細
川
淵
明
と
そ
の
時
代
い
(
一
九
九
四
年
、
研
文
出
版
)
の

「
内
篇
向
淵
明
の
人
と
文
学
第
一
時
半
陶
氏
と
い
う
南
人
貴
族
」
を

参
照
。

⑦

著
作
る
。

巻
六
「
元
市
紀
」
で
は
、
「
五
馬
浮
い
波
江
、

一
馬
化
為
議
」
に

(
文
教
大
学
)
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